
実　技　試　験

☆☆☆解答に当たっての注意事項☆☆☆

・ 問題数は４０問、解答はすべて記述式です。

・ 択一問題の場合、選択肢の中から正解と思われるものを１つ選んでください。

・ 語群選択問題の場合、語群の中からそれぞれの空欄にあてはまると思われる

語句・数値を選び、語群に記されたとおりに解答用紙の所定の欄に記入して

ください。また、語群の語句・数値にそれぞれ番号が付してある場合は、そ

の番号のみを記入してください。

・ 語群のない問題の場合、指示に従い解答用紙の所定の欄に直接正解と思われ

る語句・数値・記号を記入してください。

・ 試験問題については、特に指示のない限り、平成２４年１０月１日現在施行

の法令等に基づいて解答してください。ただし、東日本大震災の被災者等に

係る国税・地方税関係の臨時特例等の各種特例および復興特別法人税・復興

特別所得税・個人住民税の均等割加算については、特に指示のない限り、考

慮しないものとします。

・ 解答は楷書、算用数字（１、２、３…）ではっきりと正しく記入してくださ

い（誤字・脱字・略字は不可）。

・ 計算問題については、計算結果を解答として所定の欄に記入してください。

その際、解答用紙に記載されている単位を使用し、漢字や小数点、上付き数

字を使用しないでください。正しく記入されなかった場合、採点されません

のでご注意ください。なお、カンマのあり・なしについては採点には影響し

ません。

［例１］解答用紙に記載の単位「万円」の場合

可の例：105万円／不可の例：1,050,000円

［例２］解答用紙に記載の単位「円」の場合

可の例：1,005,000円／不可の例：100万5,000円、100.5万円、100.5万円
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【第１問】下記の（問１）、（問２）について解答しなさい。

問１

　ファイナンシャル・プランナー（以下「ＦＰ」という）が、ファイナンシャル・プランニング業務を

行ううえでは「関連業法」を順守することが重要である。ＦＰの行為に関する次の（ア）～（エ）の記

述について、適切なものには○、不適切なものには×を解答欄に記入しなさい。

（ア）投資助言・代理業の登録をしていないＦＰが、顧客の求めに応じ、特定の会社における過去の株

価の値動き等を統計化し、具体的な投資時期や金額についての助言を行った。

（イ）弁護士資格を有していないＦＰ（遺言者や公証人と利害関係はない）が、顧客から依頼され、公

正証書遺言の証人となった。

（ウ）司法書士資格を有していないＦＰが、顧客の任意後見人となる契約を締結した。

（エ）保険募集人の登録をしていないＦＰが、変額個人年金保険の商品説明を行った。

問２

　「消費者契約法」に関する次の記述の空欄（ア）、（イ）にあてはまる語句の組み合わせとして、正し

いものはどれか。

・ 事業者が金融商品を販売する際に、重要事項について事実と異なることを告げ、それにより消

費者が、その告げられた内容が事実であると誤認して契約した場合、消費者は（　ア　）こと

ができると定められている。

・ 時効の時期については、消費者が誤認や困惑に気付いた時から６ヵ月間もしくは契約締結の時

から（　イ　）を経過した時と定められている。

１．（ア）当該契約を取り消す　（イ）５年

２．（ア）当該契約を取り消す　（イ）３年

３．（ア）損害賠償を請求する　（イ）５年

４．（ア）損害賠償を請求する　（イ）３年
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【第２問】下記の（問３）～（問６）について解答しなさい。

問３

　下記＜資料＞は、妹尾さん夫婦（大輔さんと祐子さん）のＳＷ銀行（日本国内に本店のある普通銀行）

における金融資産（時価）の一覧表である。この残高を保有する時点においてＳＷ銀行が破綻した場合

に、預金保険制度によって保護される大輔さんおよび祐子さんの金融資産の金額に関する次の記述の空

欄（ア）、（イ）にあてはまる数値を解答欄に記入しなさい。

＜資料＞

「妹尾大輔」名義 「妹尾祐子」名義

普通預金 ２００万円 　８０万円

投資信託 ２８０万円 －
ＳＷ銀行

ｓｘ支店
財形貯蓄（定期預金） ３００万円 －

普通預金 　４０万円 　１０万円

定期預金 １８０万円 １００万円
ＳＷ銀行

ｓｙ支店
外貨預金 － ２１５万円

※大輔さんと祐子さんはともに、ＳＷ銀行からの借入れはない。

※普通預金は決済用預金ではない。

※預金の利息については考慮しないこととする。

・ 大輔さんの金融資産のうち、預金保険制度によって保護される金額は（　ア　）万円である。

・ 祐子さんの金融資産のうち、預金保険制度によって保護される金額は（　イ　）万円である。
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問４

　下記＜資料＞に関する次の記述の空欄（ア）、（イ）にあてはまる数値または語句の組み合わせとして、

正しいものはどれか。なお、空欄（ア）の解答に当たっては、小数点以下第２位を四捨五入することと

する。

＜資料＞

（出所：東京証券取引所ＨＰを基に作成）
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・ この企業の株価が１,７００円である場合、平成２５年３月期の連結決算見込みにおけるＰＥＲ

（株価収益率）は（　ア　）倍である。

・ この企業の平成２５年３月期の連結決算見込みでは、配当性向は前期より（　イ　）している。

１．（ア）３２.５　（イ）上昇

２．（ア）３２.５　（イ）低下

３．（ア）４０.１　（イ）上昇

４．（ア）４０.１　（イ）低下

問５

　金投資に関する次の記述の空欄（ア）、（イ）にあてはまる語句の組み合わせとして、正しいものはど

れか。

・ 個人が金地金を売却した場合に生じた所得は、所得税の計算上、（　ア　）として総合課税の対

象となる。

・ 海外の金価格（米ドル建て）が一定であるものとした場合、米ドル／円相場が円高になると、

国内金価格は（　イ　）する。

１．（ア）一時所得　（イ）上昇

２．（ア）一時所得　（イ）下落

３．（ア）譲渡所得　（イ）上昇

４．（ア）譲渡所得　（イ）下落
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問６

　下記＜資料＞の証券口座の概要に関する次の（ア）～（エ）の記述について、適切なものには○、不

適切なものには×を解答欄に記入しなさい。

＜資料：証券口座の概要＞

個人投資家

一般口座（選択）

（選択）

特定口座（選択）

……（ａ）

（選択） ……（ｂ）

……（ｃ）
源泉徴収あり

（源泉徴収選択口座）

源泉徴収なし

（簡易申告口座）

（ア）（ａ）において、投資家自身が損益を計算して作成した「年間取引報告書」を証券会社に提出す

れば、証券会社に納税を代行してもらうことができる。

（イ）年初の売却で（ｂ）を選択した場合、同年中の２度目以降の売却については、年の途中に（ｃ）

に変更することができる。

（ウ）複数の証券会社に特定口座（ｃ）を開設した場合、各々の特定口座内の損益については、確定申

告をすることで合算することができる。

（エ）国内公募株式型投資信託の収益分配金については、（ｃ）で受け入れることができる。
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【第３問】下記の（問７）～（問１０）について解答しなさい。

問７

　下記＜資料＞は、インターネット上の不動産広告（抜粋）である。この広告の内容に関する次の（ア）

～（エ）の記述について、正しいものには○、誤っているものには×を解答欄に記入しなさい。

＜資料＞

○○町３丁目　建築条件付き土地

所在地 □□市○○町３丁目１５番 用途地域 第一種住居地域

交通 △△線○○駅から徒歩７分 建ぺい率 ６０％

価格 ３,３５０万円 容積率 １５０％

面積 １２０ｍ
2

設備 公営水道・都市ガス・本下水

土地の権利 所有権 地目 宅地

建築条件 あり 取引態様 売主

（ア）△△線○○駅からこの土地までの道路距離は、５６０ｍ超６４０ｍ以下である。

（イ）この土地の用途地域内には、建築基準法上、病院を建築することができる。

（ウ）この土地は、売買契約から一定期間内に特定の建築業者と建築請負契約を結ぶことが条件となっ

ている。

（エ）この土地に建築できる建物の建築面積は、最大で１８０ｍ2である。

問８

　個人が土地を購入して自宅を建築する際に関係する費用のうち、消費税がかからないものの組み合わ

せとして、正しいものはどれか。

１．土地の購入代金および不動産業者に支払う媒介手数料

２．建物の建築代金および金融機関に支払う融資手数料

３．土地の購入代金および団体信用生命保険料

４．建物の建築代金および司法書士への報酬
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問９

　下記＜資料＞は、神田さんが購入を検討しているマンションの登記事項証明書の一部である。この

＜資料＞に関する次の（ア）～（ウ）の記述について、正しいものには○、誤っているものには×を解

答欄に記入しなさい。

＜資料＞

東京都△△市××１丁目２－３－４０５ 全部事項証明書（建物）

　表　題　部　（専有部分の建物の表示） 不動産番号 ××××××××××××

家屋番号 ××１丁目２番３の４０５ 余白

建物の名称 ４０５ 余白

① 種　類 ② 構　造 ③ 床面積ｍ
2

原因及びその日付［登記の日付］

居宅 鉄筋コンクリート造 ２階部分　６４ ２８
平成１６年●月●●日新築

［平成１６年●月●●日］

　表　題　部　（敷地権の表示）

① 土地の符号 ② 敷地権の種類 ③ 敷地権の割合 原因及びその日付［登記の日付］

１ 所有権 ５５２３５分の８３５ 平成１６年●月●●日敷地権

［平成１６年●月●●日］

所 有 者 ○○市△△２丁目３番４号　株式会社ひまわり不動産

　権　利　部（甲区）　（所有権に関する事項）

順位番号 登記の目的 受付年月日・受付番号 権利者その他の事項

１ 所有権保存 平成１６年●月●●日

第△△△△△△号

原因　平成１６年●月●●日売買

△△市××１丁目２番３の４０５

目黒悠斗

※下線のあるものは抹消事項であることを示す。

（ア）表題部に記載されている４０５号室の専有部分の床面積は、壁の中心（壁芯）から測った面積で

ある。

（イ）このマンションの現在の所有者は、株式会社ひまわり不動産ではなく、目黒悠斗さんであること

が分かる。

（ウ）神田さんが金融機関から借入れをしてこのマンションを購入した場合、抵当権設定に関する登記

事項は「権利部（甲区）」に記載される。
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問１０

　建築基準法の規制に従い、下記＜資料＞の土地に建物を建てる場合の延べ面積（床面積の合計）の最

高限度を計算しなさい。なお、記載のない条件については一切考慮しないこととする。また、解答に当

たっては、解答用紙に記載されている単位に従うこととする。

＜資料＞

（１７０ｍ2）

１７ｍ

１０ｍ

市道６ｍ

第一種住居地域

建ぺい率　　８／１０

容積率　　３０／１０

※前面道路の幅員に対する

法定乗数　４／１０
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【第４問】下記の（問１１）～（問１４）について解答しなさい。

問１１

　会社員の広尾武雄さんが加入している医療保険（下記＜資料＞参照）に関する次の記述の空欄（ア）

～（ウ）にあてはまる数値を解答欄に記入しなさい。なお、武雄さんはこれまでに＜資料＞の保険から

保険金・給付金を一度も受け取っていないものとする。また、各々の記述はそれぞれ独立した問題であ

り、相互に影響を与えないものとする。

＜資料＞

保険種類　医療保険

証券番号　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

契約日（保険期間の始期）

２０１０年（平成２２年）５月１日

保険契約者 広尾　武雄　様

被保険者
広尾　武雄　様

契約年齢　３５歳

保険契約者印

◯広尾

受取人

（給付金）被保険者　様

（死亡保険金）広尾　由紀恵　様（続柄　妻）

分割割合　１０割

指定代理請求人 広尾　由紀恵　様（続柄　妻）

◇保障内容

疾病入院給付金 １日につき　日額５,０００円（入院１日目から保障）

災害入院給付金 １日につき　日額５,０００円（入院１日目から保障）

手術給付金 １回につき　　　 　１０万円（約款所定の手術を受けたとき）

通院給付金 １日につき　日額３,０００円（退院後の通院に限る）

死亡保険金 ５０万円

ガン診断治療給付金 １回につき　　　　 ５０万円（２年に１回を限度）

◇保険料

保険期間 終身 保険料 毎回＊＊＊＊円

保険料払込期間 終身 保険料払込方法 月払い

現時点（３８歳）において、

・ 武雄さんが、交通事故で即死した場合、由紀恵さんが受け取る死亡保険金は（　ア　）万円で

ある。

・ 武雄さんが、趣味のスキーで骨折して２日間入院し（手術はしていない）、退院日の翌日から約

款所定の期間内に１０日間通院をした場合、武雄さんが受け取る給付金の合計額は（　イ　）

万円である。

・ 武雄さんが、初めて肺ガン（悪性新生物）と診断され、治療のため２０日間入院し、その間に

約款所定の手術（１回）を受けた場合、武雄さんが受け取る給付金の合計額は（　ウ　）万円

である。
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問１２

　下記＜資料＞は、ガン保険（免責期間３ヵ月）の契約の流れを示したものである。この保険契約のガ

ンについての保障が開始する日として、最も適切なものはどれか。なお、保険料の支払い方法は月払い

を選択するものとする。

＜資料＞

４月２０日　　・ 申込書および告知書提出

５月１０日　　・ 保険会社の生命保険引受けの承諾

５月１７日　　・ 第１回保険料支払日（代理店に直接払い込んでいる）

６月１０日　　・ 保険証券の受取り

１．　５月１７日

２．　６月１０日

３．　８月１７日

４．　９月１０日

問１３

　生命保険の保険契約に関する次の記述の空欄（ア）～（エ）に入る適切な語句を語群の中から選び、

その番号のみを解答欄に記入しなさい。なお、同じ語句を何度選んでもよいこととする。

・ 払込期日までに保険料の払込みがなかった場合でも、（　ア　）期間中に払込みがあれば契約は

有効に継続する。解約返戻金がある保険の場合、保険料の払込（　ア　）期間が過ぎても、

（　イ　）によって契約が継続することがある。

・ 保険料の払込みを中止して契約を継続させる方法として、保険期間を変えずに保障額を下げる

（　ウ　）や、一般に、保障額を変えずに保険期間を短くする（　エ　）への変更がある。

＜語群＞

１．更新　　　２．猶予　　　３．免除　　　４．転換　　　５．復活　　　６．自動振替貸付

７．減額　　　８．延長（定期）保険　　　　９．払済保険
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問１４

　住吉さんが保険契約者（記名被保険者）である自動車損害賠償責任保険（以下「自賠責保険」という）

と任意の自動車保険に関する次の（ア）～（エ）の記述について、適切なものには○、不適切なものに

は×を解答欄に記入しなさい。なお、いずれの保険も特約は付帯していないものとする。

（ア）住吉さんが自動車を運転中に誤って電柱に衝突し、同乗していた子にケガを負わせた場合、自賠

責保険の保険金の支払い対象となる。

（イ）住吉さんが自動車を運転中に地震が発生し、押し寄せた津波に巻き込まれて自動車が損害を被っ

た場合、車両保険の保険金の支払い対象となる。

（ウ）住吉さんが自動車の車庫入れの際に、ハンドル操作を誤って、誘導していた妻に接触しケガを負

わせた場合、対人賠償保険の保険金の支払い対象となる。

（エ）住吉さんが酒酔い運転でガードレールにぶつかりケガを負った場合、自損事故保険の保険金の支

払い対象となる。
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【第５問】下記の（問１５）～（問１７）について解答しなさい。

問１５

　会社員の吉田健二さんは、平成２４年中に下記＜資料＞の医療費を支払っている。吉田さんの平成２４

年分の所得税の確定申告における医療費控除の金額として、正しいものはどれか。なお、吉田さんの所

得は給与所得６４５万円のみであり、妻は同一生計である。

＜資料＞

支払年月
医療等を

受けた人
医療機関等 内容 支払金額

平成２４年７月 本人 Ａ病院 人間ドック（注） ７５,０００円

平成２４年８月 本人 Ａ病院 入院 ７０,０００円

平成２４年１月～１２月 妻 Ｂ整体院 健康維持のためのマッサージ ６０,０００円

（注）吉田さんは人間ドックの結果、病気が判明して治療のため１週間ほど入院した。なお、生命保険

会社から入院給付金として３５,０００円が給付された。

１．　　　　　　 ０円

２．　　１０,０００円

３．　　７０,０００円

４．　１１０,０００円
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問１６

　次の＜資料＞、中井勝二さんの「平成２４年分の所得税の確定申告書（以下「確定申告書」という）」

に関する次の（ア）～（ウ）の記述について、正しいものには○、誤っているものには×を解答欄に記

入しなさい。なお、妻と子は中井さんと生計を一にしている。

 

（ア）中井さんの給与収入が６００万円のとき、確定申告書の（Ａ）欄には「６,０００,０００」と記

入する。
 

（イ
 

）中井さんの妻（３５歳）の平成２４年における収入が、パートによる給与収入５０万円のみのと

き、確定申告書の（Ｂ）欄には「３８（０,０００）」と記入する。
 

（ウ）中井さんには子（１０歳・小学生）が１人いる。確定申告書の（Ｃ）欄には「３８（０,０００）」

と記入する。

＜給与所得控除額の速算表＞

給与等の収入金額 給与所得控除額

１６２.５万円 以下 　　　　　　　　　　６５万円

１６２.５万円 超 １８０万円 以下 収入金額×４０％　　　　　　

１８０万円 超 ３６０万円 以下 収入金額×３０％＋　１８万円

３６０万円 超 ６６０万円 以下 収入金額×２０％＋　５４万円

６６０万円 超 １,０００万円 以下 収入金額×１０％＋１２０万円

１,０００万円 超 収入金額×　５％＋１７０万円
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＜資料＞

（　Ａ　）

（　Ｂ　）

（　Ｃ　）
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問１７

　山岸裕子さんの平成２４年分の給与収入は４２０万円であったが、平成２４年中においては、山岸さ

んが契約（保険料を負担）していた養老保険（保険期間５年超）の満期保険金３００万円も受け取った。

山岸さんの平成２４年分の総所得金額として、正しいものはどれか。

＜平成２４年中の収入＞

内容 金額

給与収入 ４２０万円

養老保険の満期保険金 ３００万円

（注１）養老保険の既払込保険料は２３０万円であった。

（注２）養老保険の配当金については考慮しないものとする。

＜給与所得控除額の速算表＞

給与等の収入金額 給与所得控除額

１６２.５万円 以下 　　　　　　　　　　６５万円

１６２.５万円 超 １８０万円 以下 収入金額×４０％　　　　　　

１８０万円 超 ３６０万円 以下 収入金額×３０％＋　１８万円

３６０万円 超 ６６０万円 以下 収入金額×２０％＋　５４万円

６６０万円 超 １,０００万円 以下 収入金額×１０％＋１２０万円

１,０００万円 超 収入金額×　５％＋１７０万円

１．　２９２万円

２．　３０２万円

３．　３１７万円

４．　３５２万円
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【第６問】下記の（問１８）～（問２１）について解答しなさい。

問１８

　下記の＜親族関係図＞の場合において、民法の規定に基づく法定相続分に関する次の記述の空欄（ア）

～（ウ）に入る適切な語句または数値を語群の中から選び、解答欄に記入しなさい。なお、同じ語句ま

たは数値を何度選んでもよいこととする。

＜親族関係図＞

姪Ａ 姪Ｂ

母

配偶者

（すでに死亡）

被相続人

父

兄

（すでに死亡）

弟妻

（すでに死亡）

［相続人の法定相続分］

・ 被相続人の妻の法定相続分は（　ア　）。

・ 被相続人の弟の法定相続分は（　イ　）。

・ 被相続人の姪Ａと姪Ｂのそれぞれの法定相続分は（　ウ　）。

＜語群＞

なし　　　　１／２　　　１／３　　　１／４　　　１／８　　　２／３

３／４　　　３／８　　　１／１６
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問１９

　小田さんは、所有する土地（下記＜資料＞参照）にアパートを建築し、賃貸の用に供している。この

土地について路線価方式により相続税評価を行った場合の相続税評価額として、正しいものはどれか。

＜資料＞

２０ｍ

２５ｍ

１５０Ｂ

（５００ｍ
2
）

注１：奥行価格補正率（２０ｍ以上２４ｍ未満）　１.００

注２：借地権割合　８０％

注３：借家権割合　３０％

注４：アパートには空室はないものとする（賃貸割合　１００％）。

注５：その他の記載のない条件は考慮しないものとする。

１．　１,８００万円

２．　５,７００万円

３．　６,０００万円

４．　７,５００万円
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問２０

　下記の相続事例（平成２４年１２月１１日相続開始）における相続税の課税価格の合計額として、正

しいものはどれか。

＜課税価格の合計額を算出するための財産等の相続税評価額＞

自宅の土地建物：６,０００万円（小規模宅地等の評価減の特例適用後）

現預金　　　　：３,０００万円

死亡保険金　　：３,０００万円（受取人＝被相続人の妻、生命保険の非課税限度額控除前）

債務および葬式費用の額：５００万円

＜親族関係図＞

 被相続人  長女

 長男

 被相続人の妻

 孫

 二男（すでに死亡）

 二男の妻

・ すべての相続人は相続により財産を取得しており、相続開始前３年以内に被相続人からの贈

与により取得した財産はない。

・ 相続時精算課税制度を選択した相続人はいないものとし、相続を放棄した者もいない。

１．　１２,５００万円

２．　１１,５００万円

３．　　９,５００万円

４．　　８,５００万円
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問２１

　馬場良恵さんは、平成２５年４月に夫から居住用財産（財産評価額２,３００万円）の贈与を受けた。

良恵さんが贈与税の配偶者控除の適用を受けた場合の平成２５年分の贈与税額として、正しいものはど

れか。なお、平成２５年においてはこのほかに贈与はないものとする。また、納付すべき贈与税額が最

も少なくなるように計算すること。

＜贈与税の速算表＞

基礎控除後の課税価格 税率 控除額

２００万円 以下 １０％ －

２００万円 超 ３００万円 以下 １５％ 　１０万円

３００万円 超 ４００万円 以下 ２０％ 　２５万円

４００万円 超 ６００万円 以下 ３０％ 　６５万円

６００万円 超 １,０００万円 以下 ４０％ １２５万円

１,０００万円 超 ５０％ ２２５万円

１．　　　　０円

２．　　１９万円

３．　　３５万円

４．　２７１万円
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【第７問】下記の（問２２）～（問２４）について解答しなさい。

＜村瀬家の家族データ＞

氏名 続柄 生年月日 備考

村瀬　英人 本人 昭和５５年　６月１７日 会社員

　　　瑞恵 妻 昭和５３年１０月２１日 会社員

　　　由衣 長女 平成２０年　５月３１日 幼稚園児

　　　亮介 長男 平成２３年　７月　９日 保育園児

＜村瀬家のキャッシュフロー表＞ （単位：万円）

経過年数　 現在 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

西暦（年） ２０１３ ２０１４ ２０１５ ２０１６ ２０１７ ２０１８

平成（年） ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

村瀬　英人　 本人 ３３歳 ３４歳 ３５歳 ３６歳 ３７歳 ３８歳

　　　瑞恵　 妻 ３５歳 ３６歳 ３７歳 ３８歳 ３９歳 ４０歳

　　　由衣　 長女 　５歳 　６歳 　７歳 　８歳 　９歳 １０歳
家族構成／年齢

　　　亮介　 長男 　２歳 　３歳 　４歳 　５歳 　６歳 　７歳

ライフイベント
変動率

由衣

小学校入学

亮介

小学校入学

給与収入（夫） １％ ４５０ ４５５ ４５９ ４６４ ４６８ ４７３

給与収入（妻） １％ ２６６ ２６９ ２７１ ２７４ ２７７ ２８０収
入

収入合計 － ７１６ ７２４ ７３０ ７３８ ７４５ ７５３

基本生活費 １％ ３２０ （　ア　）

住居費 － １６７ １６７ １６７ １６７ １６７ １６７

教育費 ２％ １００ １０２ ８８ ９０ ９２ ７９

保険料 － ３６ ３６ ３６ ３６ ３６ ３６

一時的支出 － １０ １０

その他支出 － １５ １５ １５ １５ １５ １５

支
出

支出合計 － ６３８

年間収支 － ７８ ８１

金融資産残高 １％ ３８０ （　イ　）

※家族の年齢は各年１２月３１日現在のものとし、平成２５年を基準年とする。

※記載されている数値は正しいものとする。

※問題作成の都合上、一部空欄にしてある。
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問２２

　村瀬家のキャッシュフロー表の空欄（ア）に入る数値を計算しなさい。なお、計算に当たっては、キ

ャッシュフロー表中に記載の整数を使用し、計算結果については万円未満を四捨五入すること。また、

解答に当たっては、解答用紙に記載されている単位に従うこととする。

問２３

　村瀬家のキャッシュフロー表の空欄（イ）に入る数値を計算しなさい。なお、計算に当たっては、キ

ャッシュフロー表中に記載の整数を使用し、計算結果については万円未満を四捨五入すること。また、

解答に当たっては、解答用紙に記載されている単位に従うこととする。
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問２４

　下記＜資料＞は、村瀬家の住宅ローン（全期間固定金利、元利均等返済、ボーナス返済なし）の償還

予定表の一部である。返済開始から３年目（３７回目の約定返済時）に１００万円で期間短縮型の繰上

げ返済をする場合、この繰上げ返済により短縮される返済期間を解答欄に記入しなさい。なお、繰上げ

返済額は１００万円を超えない範囲での最大額とし、繰上げ返済に伴う手数料等は考慮しないものとす

る。また、解答に当たっては、解答用紙に記載されている単位に従うこととする（解答用紙に記載され

ているマス目に数値を記入すること）。

＜資料＞

返済回数（回） 毎月返済額（円） うち元金（円） うち利息（円） 残高（円）

３７ １０９,１８３ ５７,０３６ ５２,１４７ ２６,０１６,８４１

３８ １０９,１８３ ５７,１５０ ５２,０３３ ２５,９５９,６９１

３９ １０９,１８３ ５７,２６４ ５１,９１９ ２５,９０２,４２７

４０ １０９,１８３ ５７,３７９ ５１,８０４ ２５,８４５,０４８

４１ １０９,１８３ ５７,４９３ ５１,６９０ ２５,７８７,５５５

４２ １０９,１８３ ５７,６０８ ５１,５７５ ２５,７２９,９４７

４３ １０９,１８３ ５７,７２４ ５１,４５９ ２５,６７２,２２３

４４ １０９,１８３ ５７,８３９ ５１,３４４ ２５,６１４,３８４

４５ １０９,１８３ ５７,９５５ ５１,２２８ ２５,５５６,４２９

４６ １０９,１８３ ５８,０７１ ５１,１１２ ２５,４９８,３５８

４７ １０９,１８３ ５８,１８７ ５０,９９６ ２５,４４０,１７１

４８ １０９,１８３ ５８,３０３ ５０,８８０ ２５,３８１,８６８

４９ １０９,１８３ ５８,４２０ ５０,７６３ ２５,３２３,４４８

５０ １０９,１８３ ５８,５３７ ５０,６４６ ２５,２６４,９１１

５１ １０９,１８３ ５８,６５４ ５０,５２９ ２５,２０６,２５７

５２ １０９,１８３ ５８,７７１ ５０,４１２ ２５,１４７,４８６

５３ １０９,１８３ ５８,８８９ ５０,２９４ ２５,０８８,５９７

５４ １０９,１８３ ５９,００６ ５０,１７７ ２５,０２９,５９１

５５ １０９,１８３ ５９,１２４ ５０,０５９ ２４,９７０,４６７

５６ １０９,１８３ ５９,２４３ ４９,９４０ ２４,９１１,２２４

５７ １０９,１８３ ５９,３６１ ４９,８２２ ２４,８５１,８６３

５８ １０９,１８３ ５９,４８０ ４９,７０３ ２４,７９２,３８３

５９ １０９,１８３ ５９,５９９ ４９,５８４ ２４,７３２,７８４

６０ １０９,１８３ ５９,７１８ ４９,４６５ ２４,６７３,０６６
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【第８問】下記の（問２５）～（問２７）について解答しなさい。

＜設例＞

下記の係数早見表を乗算で使用し、各問について計算しなさい。なお、税金は一切考慮しないこと

とする。また、解答に当たっては、解答用紙に記載されている単位に従うこととする。

＜係数早見表（年利１.０％)＞

終価係数 現価係数 減債基金係数 資本回収係数 年金終価係数 年金現価係数

１年 １.０１０ ０.９９０ １.０００ １.０１０ １.０００ ０.９９０

２年 １.０２０ ０.９８０ ０.４９８ ０.５０８ ２.０１０ １.９７０

３年 １.０３０ ０.９７１ ０.３３０ ０.３４０ ３.０３０ ２.９４１

４年 １.０４１ ０.９６１ ０.２４６ ０.２５６ ４.０６０ ３.９０２

５年 １.０５１ ０.９５１ ０.１９６ ０.２０６ ５.１０１ ４.８５３

６年 １.０６２ ０.９４２ ０.１６３ ０.１７３ ６.１５２ ５.７９５

７年 １.０７２ ０.９３３ ０.１３９ ０.１４９ ７.２１４ ６.７２８

８年 １.０８３ ０.９２３ ０.１２１ ０.１３１ ８.２８６ ７.６５２

９年 １.０９４ ０.９１４ ０.１０７ ０.１１７ ９.３６９ ８.５６６

１０年 １.１０５ ０.９０５ ０.０９６ ０.１０６ １０.４６２ ９.４７１

１５年 １.１６１ ０.８６１ ０.０６２ ０.０７２ １６.０９７ １３.８６５

２０年 １.２２０ ０.８２０ ０.０４５ ０.０５５ ２２.０１９ １８.０４６

２５年 １.２８２ ０.７８０ ０.０３５ ０.０４５ ２８.２４３ ２２.０２３

３０年 １.３４８ ０.７４２ ０.０２９ ０.０３９ ３４.７８５ ２５.８０８

※記載されている数値は正しいものとする。

問２５

　青山さんは、住宅購入資金の頭金の一部として、これから毎年年末に１回ずつ一定金額を積み立てて、

８年後に７６０万円を用意したいと考えている。その間、年利１.０％で複利運用するとした場合、い

くらずつ積み立てればよいか。

問２６

　宇野さんは、子どもの教育費として、毎年２５万円の積立てをすることにした。これを年利１.０％

で複利運用した場合、１５年後の合計額はいくらになるか。

問２７

　大垣さんは、創業支援融資を使って４８０万円を借り入れた。５年間、年利１.０％で毎年年末に元

利均等で返済をする場合、毎年の返済額はいくらになるか。
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【第９問】下記の（問２８）～（問３４）について解答しなさい。

＜設例＞

杉山哲也さんは、民間企業に勤務する会社員である。哲也さんと妻の智子さんは、今後の資産形成

や家計の見直しについて、ＦＰで税理士でもある池谷さんに相談をした。なお、下記のデータはい

ずれも平成２５年４月１日現在のものである。

＜家族構成＞

氏名 続柄 生年月日 年齢 備考

杉山　哲也 本人 昭和４３年　８月１７日 ４４歳 会社員

　　　智子 妻 昭和４７年　７月２４日 ４０歳 パート勤務

　　　愛 長女 平成１０年　９月２２日 １４歳 平成２５年４月から中学３年生

　　　翔 長男 平成１２年１２月　５日 １２歳 平成２５年４月から中学１年生

＜収入金額（平成２４年)＞

哲也さん：給与収入７５０万円（税込み）　哲也さんに給与収入以外の収入はない。

智子さん：給与収入　９０万円（税込み）　智子さんに給与収入以外の収入はない。

＜金融資産（時価)＞

哲也さん名義：銀行預金（普通預金）　２００万円

　　　　　　　銀行預金（定期預金）　３００万円

　　　　　　　投資信託（国内株式）　１００万円

智子さん名義：銀行預金（定期預金）　１５０万円

＜住宅ローン＞

債務者　：哲也さん

借入先　：ＭＡ銀行

借入時期：平成１７年７月

借入金額：２,４００万円

返済方法：元利均等返済（ボーナス返済なし）

金利　　：固定金利（年２.４％）

返済期間：２０年間

＜生命保険（定期保険特約付終身保険)＞

保険契約者（＝保険料負担者）・被保険者：哲也さん

死亡保険金受取人：智子さん

主契約の保険期間：終身

終身保険金額　　： 　３００万円

定期保険金額　　：１,７００万円
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問２８

　ＦＰの池谷さんは、住宅ローンの繰上げ返済について哲也さんから質問を受け、イメージ図を使って

その仕組みを説明した。哲也さんの住宅ローンの一部を「期間短縮型」で繰上げ返済した場合のイメー

ジ図として、最も適切なものはどれか。なお、繰上げ返済は元金部分に充当するものとし、図の網掛け

部分（　　　、　　　）は繰上げ返済する元金部分または軽減される利息部分を表示している。

元金

利息

元金

利息

元金

利息

▲繰上げ返済

▲繰上げ返済

▲繰上げ返済

▲繰上げ返済

１． ２．

３． ４．

元金

利息

毎
回
の
返
済
額

毎
回
の
返
済
額

毎
回
の
返
済
額

毎
回
の
返
済
額

返済期間

返済期間

返済期間

返済期間
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問２９

　哲也さんは、生命保険の解約返戻金相当額について、ＦＰの池谷さんに質問をした。下記のイメージ

図のうち、終身保険の解約返戻金相当額の推移を選び、その番号のみを解答欄に記入しなさい。

１． ２．

３．

死
亡
保
険
金

満
期
保
険
金

保険料払込期間
契約 満期

解約返戻金相当額

死
亡
保
険
金

保険料払込期間

契約 満期

解約返戻金相当額

保険料払込期間 解約返戻金
相当額　　

契約 払込満了

死
亡
保
険
金
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問３０

　哲也さんは、愛さんと翔さんが大学へ進学する予定であることから、奨学金に関心があり、ＦＰの池

谷さんに質問をした。池谷さんが日本学生支援機構の奨学金について説明する際に使用した下表の空欄

（ア）～（ウ）について、「あり」または「なし」を解答欄に記入しなさい。

利息の有無

在学中 卒業後

家計支持者の年収・

所得の上限額の有無

第一種奨学金 （　ア　） なし

第二種奨学金 なし （　イ　）
（　ウ　）

問３１

　ＱＦ銀行では外貨定期預金のキャンペーンを実施中であり、哲也さんは、下記＜資料＞の外貨定期預

金に関心をもっている。この外貨定期預金について、満期時の外貨ベースの元利合計額を円転した金額

として、正しいものはどれか。なお、計算過程においては小数点以下第３位を四捨五入し、計算結果（円

転した金額）については円未満を切り捨てること。

＜資料＞

・ 預入額　　１０,０００オーストラリアドル

・ 預入期間　１ヵ月

・ 預金金利　１２.０％（年率）

・ 為替レート（１オーストラリアドル）※預入時と満期時の為替レートは同一とする。

ＴＴＳ ＴＴＭ（仲値） ＴＴＢ

預入時および満期時 ９１.５０円 ９０.００円 ８８.５０円

注１：利息の計算に際しては、預入期間は日割りではなく月単位で計算すること。

注２：為替差益・為替差損に対する税金については考慮しないこと。

注３：利息に対しては、オーストラリアドル建ての利息額の２０％相当額が所得税・住民税として

源泉徴収されるものとすること。

１．　８９２,０８０円

２．　８９３,８５０円

３．　９２２,３２０円

４．　９６９,９６０円
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問３２

　哲也さんは、自分が万一死亡した場合の遺族年金についてＦＰの池谷さんに質問をした。下記＜資料＞

に基づく遺族厚生年金の額として、正しいものはどれか。なお、遺族厚生年金の受給要件はすべて満た

しているものとする。

＜資料＞

［哲也さんの厚生年金保険加入歴等］

平成１５年３月以前：被保険者期間１４４月　平均標準報酬月額：３００,０００円

平成１５年４月以後：被保険者期間１１８月　平均標準報酬額　：４２０,０００円

［遺族厚生年金の計算式（平成２４年度）］

遺族厚生年金＝








（Ａ＋Ｂ）×
３００月

 被保険者月数合計（①＋②）
※  ×１.０３１×０.９７８×

３

 ４ 

Ａ：平均標準報酬月額×
７.５

 １０００ 
×①平成１５年３月以前の被保険者期間の月数

Ｂ：平均標準報酬額×
 ５.７６９ 

１０００
×②平成１５年４月以後の被保険者期間の月数

※厚生年金保険の被保険者が死亡した場合で、被保険者期間の月数が３００月（２５年）に満た

ないときの遺族厚生年金の額は、実際の被保険者月数に基づく額に「３００÷被保険者月数合

計」を乗じ、被保険者月数が３００月であるものとみなして計算する。

［年金額の端数処理］

年金額の計算過程においては円未満を四捨五入し、年金額については５０円未満の端数が生じた

ときはこれを切り捨て、５０円以上１００円未満の端数が生じたときは、これを１００円に切り

上げるものとする。

１．　４６１,２００円

２．　５２８,１００円

３．　６１５,０００円

４．　７０４,２００円
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問３３

　哲也さんは、公的介護保険の仕組みについて詳しく知りたいと思い、ＦＰの池谷さんに質問をした。

池谷さんの次の説明の空欄（ア）～（ウ）にあてはまる語句の組み合わせとして、最も適切なものはど

れか。なお、哲也さんは全国健康保険協会管掌健康保険（協会けんぽ）の被保険者であり、智子さんは

哲也さんの被扶養者になっている。

「介護保険の被保険者は年齢によって２種類に分かれ、４０歳から６４歳までの人は（　ア　）と

されます。介護保険による介護サービスを利用するには、まず市町村に『要介護・要支援認定』を

申請しますが、（　ア　）は、加齢に伴う特定の疾病によって要介護・要支援状態と認定された場

合に限り、保険給付が認められます。要支援と認定されたときには、介護サービスのうち（　イ　）

を利用することはできません。現在、哲也さんの介護保険料は健康保険料と併せて徴収されており、

被扶養者の智子さんは個別に介護保険料を（　ウ　）。」

１．（ア）第１号被保険者　（イ）在宅サービス　（ウ）納める必要はありません

２．（ア）第１号被保険者　（イ）施設サービス　（ウ）納める必要があります

３．（ア）第２号被保険者　（イ）在宅サービス　（ウ）納める必要があります

４．（ア）第２号被保険者　（イ）施設サービス　（ウ）納める必要はありません
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問３４

　智子さんの父の伸弥さん（６４歳）は、平成２５年８月末に３５年間勤務した会社を退職する。智子

さんは、伸弥さんが再就職しない場合の健康保険についてＦＰの池谷さんに相談をした。池谷さんが智

子さんへの説明の際に使用した退職後の公的医療保険制度に関する下表の空欄（ア）～（ウ）に入る適

切な語句を語群の中から選び、その番号のみを解答欄に記入しなさい。なお、伸弥さんは現在、全国健

康保険協会管掌健康保険（協会けんぽ）の被保険者である。

＜退職後の公的医療保険制度＞

選択肢

特徴

協会けんぽの

任意継続被保険者になる
国民健康保険に加入する

家族の健康保険の

被扶養者になる

加入要件

資格喪失日の前日まで継

続して２ヵ月以上被保険

者であったこと

ほかの公的医療保険制度

に加入していないこと

６０歳以上の場合：

年収（　ウ　）未満である

こと等

保険料
（　ア　）を自己負担

※上限あり

保険料の全額を自己負担

※世帯単位
不要

適用期間 原則、２年間
原則、（　イ　）に達する

まで

原則、（　イ　）に達する

まで

＜語群＞

１．保険料の半額　　　２．保険料の７割の額　　　３．保険料の全額

４．　７０歳　　　　　５．　７５歳　　　　　　　６．　８０歳

７．　１３０万円　　　８．　１５０万円　　　　　９．　１８０万円
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【第１０問】下記の（問３５）～（問４０）について解答しなさい。

＜設例＞

物品販売業（宮野商店）を個人で営んでいる宮野敬一さん（青色申告者）は、事業のことや母親の

相続のこと、老後の生活のことなどに関してＦＰで税理士でもある芦屋さんに相談をした。なお、

下記のデータは平成２５年４月１日現在のものである。

Ｉ．宮野家の家族構成（同居家族）

氏名 続柄 生年月日 年齢 職業

宮野　敬一 本人 昭和２９年６月２１日 ５８歳 自営業

　　　園子 妻 昭和２８年７月１０日 ５９歳 自営業

　　　美佳 長女 平成　３年２月１８日 ２２歳 大学生

　　　和子 母 昭和　３年８月２６日 ８４歳 無職

注１：園子さんは、敬一さんの事業（宮野商店）の青色事業専従者である。一方、長男の一樹さん

（２８歳・別居）は、民間企業に勤務しており、青色事業専従者ではない。

Ⅱ．宮野家の親族関係図

美佳

一郎

（すでに死亡）

和子

一樹友香

明子 敬一浩司 園子

注２：上記親族関係図中、死亡と記載のある者以外はすべて生存している。

Ⅲ．宮野家の財務データ

＜資料１：保有財産（時価)＞ （単位：万円）

敬一 園子 和子

金融資産

預貯金等

国内株式等

２,６６０

１,２８０

１２０

－

５,８００

－

生命保険（解約返戻金相当額） ＜資料３＞を参照 － －

事業用資産（商品等） 　 ５４０ － －

不動産

土地（店舗・自宅）

建物（店舗・自宅）

－

２,５３０

－

－

９,０００

－

動産等 　 ３２０ 　５０ 　 ２００
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＜資料２：負債残高＞

住宅ローン：１,３８０万円（債務者は敬一さん。団体信用生命保険付き）

証書貸付　：１,８５０万円（債務者は敬一さん。団体信用生命保険なし）

＜資料３：生命保険＞ （単位：万円）

保険種類 保険契約者 被保険者
死亡保険金

受取人
保険金額

解約返戻金

相当額
保険期間

終身保険Ａ 敬一 敬一 園子 ５００ ３５０ 終身

定期保険Ｂ 敬一 敬一 園子 ３,０００ ０ 平成３２年まで

注３：解約返戻金相当額は、現時点（平成２５年４月１日）で解約した場合の金額である。

注４：すべての契約において、保険契約者が保険料を負担している。

注５：契約者配当については考慮しないこととする。

Ⅳ．その他

上記以外については、各設問において特に指定のない限り一切考慮しないこと。

問３５

　ＦＰの芦屋さんは、まず現時点（平成２５年４月１日時点）における宮野家（敬一さんと園子さんと

和子さん）のバランスシート分析を行うこととした。下表の空欄（ア）に入る数値を計算しなさい。な

お、資産・負債ともに、未収利息・未払利息など支払期日の到来していない利息等については考慮しな

いこととする。

＜宮野家のバランスシート＞ （単位：万円）

［資産］ ［負債］

住宅ローン

証書貸付

×××

×××

負債合計 ×××

金融資産

預貯金等

国内株式等

生命保険（解約返戻金相当額）

事業用資産（商品等）

不動産

土地（店舗・自宅）

建物（店舗・自宅）

動産等

×××

×××

×××

×××

×××

×××

×××

［純資産］ （　ア　）

資産合計 ××× 負債・純資産合計 ×××
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問３６

　和子さんが所有する店舗（宮野商店の店舗）の敷地および自宅の敷地は下記＜資料＞のとおりである。

仮に現時点で、和子さんが死亡した場合には、この土地は敬一さんが相続する予定である。この場合に

おける小規模宅地等の相続税の課税価格の計算の特例（以下「小規模宅地等の評価減特例」という）の

適用に関する次の記述のうち、最も適切なものはどれか。なお、店舗および自宅の敷地を敬一さんが相

続した場合には、特定事業用宅地等および特定居住用宅地等として小規模宅地等の評価減特例の適用を

受けるための要件を満たしているものとする。また、減額となる地積については最大限度まで適用を受

けるものとする。

＜資料＞

自宅の敷地

（２５０ｍ
2
）

店舗の敷地

（４５０ｍ
2
）

１２０Ｄ
奥行価格補正率：１.００

側方路線影響加算率（角地）

　　　　　：０.０８

借地権割合：６０％

借家権割合：３０％
１００Ｄ

１
 

．店舗の敷地のうちの４００ｍ2までの部分および自宅の敷地のうちの２４０ｍ2までの部分について、

自用地としての評価額から８０％減額することができる。

２
 

．店舗の敷地のうちの４２０ｍ2までの部分および自宅の敷地のうちの２４０ｍ2までの部分について、

自用地としての評価額から８０％減額することができる。

３
 

．店舗の敷地のうちの４００ｍ2までの部分、または自宅の敷地のうちの２４０ｍ2までの部分のうち、

いずれか選択した宅地について、自用地としての評価額から８０％減額することができる。

４
 

．店舗の敷地のうちの４２０ｍ2までの部分、または自宅の敷地のうちの２４０ｍ2までの部分のうち、

いずれか選択した宅地について、自用地としての評価額から８０％減額することができる。



－37－ ２級 実技試験(資産設計提案業務・2013.5.26)

問３７

　敬一さんは、現在加入している宮野商店の店舗および商品等に対する火災保険と自分自身のケガや病

気に対する医療保険（下記＜資料＞参照）の見直しを検討しており、それぞれの保険料の税務上の取扱

いについて改めてＦＰの芦屋さんに確認をした。保険料の税務上の取扱いに関する次の記述のうち、最

も適切なものはどれか。

＜資料＞

［火災保険］

目的：宮野商店に火災などが発生した場合の損失に対する補てんを目的とする。

概要：宮野商店の店舗、什器・備品、商品等を対象とするいわゆる掛捨て型の保険。

［医療保険］

目的
 

：敬一さんがケガや病気で入院した場合の医療費の補てんを目的とする。

概要
 

：保険期間および保険料払込期間が終身で、ケガや病気による入院・手術に対し入院給付

金・手術給付金を支給するいわゆる掛捨て型の保険。

１．火災保険の保険料、医療保険の保険料とも、事業所得の金額の計算上、必要経費となる。

２．火災保険の保険料は事業所得の金額の計算上、必要経費となるが、医療保険の保険料は必要経費と

ならず、生命保険料控除の対象となる。

３．医療保険の保険料は事業所得の金額の計算上、必要経費となるが、火災保険の保険料は必要経費と

ならず、地震保険料控除の対象にもならない。

４．火災保険の保険料、医療保険の保険料とも、事業所得の金額の計算上、必要経費とならず、地震保

険料控除や生命保険料控除の対象にもならない。
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問３８

　平成２５年１月から平成２５年３月までの敬一さんの金融商品取引および変額個人年金保険の状況

は下記＜資料＞のとおりである。下記＜資料＞の金融商品取引および変額個人年金保険の所得税におけ

る税務上の取扱いに関する次の記述の空欄（ア）、（イ）に入る適切な語句を語群の中から選び、その番

号のみを解答欄に記入しなさい。なお、同じ語句を何度選んでもよいこととする。また、納付すべき所

得税額が最も少なくなるように計算することとする。

＜資料＞

上場株式等の譲渡損失 ４０万円

上場株式等からの配当所得 １０万円

変額個人年金保険の解約時の差益

（一時払い保険料と解約返戻金の差額）
８０万円

※変額個人年金保険は、平成１７年に加入し、平成２５年３月に解約したものである。

※上場株式等の配当については、申告分離課税を選択している。

※平成２５年において、上記以外の金融商品取引および保険商品の解約・新規加入等はないものと

する。また、前年から繰り越された上場株式等の譲渡損失の金額はないものとする。

・ 一時所得として総所得金額に算入されるべき金額は（　ア　）である。

・ 上場株式等の譲渡損失のうち、翌年以降に繰り越すことができる金額は（　イ　）である。

＜語群＞

１．　０円　　　　　２．　１０万円　　　３．　１５万円　　　４．　２５万円

５．　３０万円　　　６．　４０万円
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問３９

　敬一さんは、平成２５年４月に胃潰瘍で２０日間入院した。敬一さんの平成２５年４月（１ヵ月間）

の医療費（窓口での自己負担分）が２１万円であった場合、高額療養費として支給される額として、正

しいものはどれか。なお、敬一さんは国民健康保険の被保険者であり、所得区分は「上位所得者」に該

当する。また、多数該当については考慮しないものとする。

＜高額療養費の算定＞

１ヵ月当たりの総医療費（保険診療分）

窓口の自己負担分
２１万円

国民健康保険が負担 高額療養費 自己負担限度額

＜医療費の１ヵ月当たりの自己負担限度額（７０歳未満の人)＞

所得区分 自己負担限度額

上位所得者 １５０,０００円　＋（総医療費－５００,０００円）×１％

一般 　８０,１００円　＋（総医療費－２６７,０００円）×１％

低所得者 　３５,４００円

１．　　５８,０００円

２．　　８４,４３０円

３．　１２５,５７０円

４．　１５２,０００円
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問４０

　長男の一樹さんの妻の友香さんは、勤務先の事業所廃止に伴い退職することが決まっている。敬一さ

んは、友香さんが退職後に受給できる雇用保険の基本手当についてＦＰの芦屋さんに質問をした。友香

さんの基本手当の受給スケジュール（所定給付日数を含む）を示したイメージ図として、正しいものは

どれか。なお、友香さんは入社８年目の３０歳で、雇用保険の基本手当の受給要件はすべて満たしてい

るものとする。また、友香さんは障害者等の就職困難者には該当しない。

１．

２．

３．

４．

▲

離職日の

翌日

待期期間

（７日）

給付制限期間

（最長３ヵ月）

認定 → 基本手当支給

所定給付日数（９０日）

▲

離職日の

翌日

待期期間

（７日）

給付制限期間

（最長３ヵ月）

認定 → 基本手当支給

所定給付日数（１８０日）

▲

受給

満了日

▲

離職日の

翌日

給付制限期間

（最長３ヵ月）

認定 → 基本手当支給

所定給付日数（１２０日）

▲

受給

満了日

▲

離職日の

翌日

待期期間

（７日）

認定 → 基本手当支給

所定給付日数（１８０日）

▲

受給

満了日

受給資格決定日

▼

受給満了日

▼

受給資格決定日

▼

受給資格決定日

▼

受給資格決定日

▼
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＜資料：基本手当の所定給付日数＞

［一般の受給資格者（定年・正当な理由がない自己都合退職等による離職者）］

被保険者として雇用された期間

離職時の年齢 １年未満
１年以上

５年未満

５年以上　

１０年未満

１０年以上

２０年未満
２０年以上

全年齢 － ９０日 １２０日 １５０日

［特定受給資格者（倒産・解雇等による離職者）］

被保険者として雇用された期間

離職時の年齢 １年未満
１年以上

５年未満

５年以上　

１０年未満

１０年以上

２０年未満
２０年以上

３０歳未満 １２０日 １８０日 －

３０歳以上３５歳未満 ２１０日 ２４０日

３５歳以上４５歳未満

９０日
１８０日

２４０日 ２７０日

４５歳以上６０歳未満 １８０日 ２４０日 ２７０日 ３３０日

６０歳以上６５歳未満

９０日

１５０日 １８０日 ２１０日 ２４０日

※個別延長給付については考慮しないものとする。


